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■ 会長挨拶 /藤﨑泰裕 会長
　10 月 27 日に、点鐘についてお話させていただきました。本日は、歌、合唱についてお話させて
いただきます。
　1905 年、シカゴでロータリークラブを生むきっかけとなったポール・ハリスたちの話し合いに、5
人目の会員として加わったのがハリー・ルグルスです。
　ハリーは、歌を歌うことが大好きだったそうです。ある例会で、ハリーは椅子の上に飛び上がり、
「さぁ、一緒に歌おう」とみんなに呼びかけたそうです。
　その後、例会ではハリーの指揮で歌うことが習慣となり、この習慣は米国の多くのクラブに波及し、
今日では、オーストラリア、カナダ、日本、ニュージーランド、ナイジェリアなどのさまざまな国の例
会で親しまれる親睦活動となっています。
　例会の正式な開会として、国歌を歌うクラブもありますが、ヨーロッパ、南米の多くの国のロータリー

クラブの例会では、このような合唱があまり行われていないそうです。

■ 四つのテスト/ 津田英彦 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか

■ お客様
　吉田朋令　様（柏西RC）
　劉 子悦 くん（米山奨学生）

■ 幹事報告
 ・花輪RC創立 60周年訪問について
　来年 5 月に予定されておりました友好クラブの秋田花輪 RC60 周年記念行事へ親睦旅行を兼ねて訪問予
定でしたが、花輪 RC より「今回は残念ながら近隣のクラブだけで記念行事を行う事になり、千葉西 RC へ
招待をお出ししません。落ちついた頃に再び親交を深めたいと思います」と連絡がございました。親睦旅行
は委員会と協議をかさね、時の状況により検討を進めたいと思います。以上でございます。
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■ 米山功労者第 50回メジャードナー表彰
　山本康昭 会員　
■ 米山功労者第 50回メジャードナー表彰
　山本康昭 会員　

千葉西ロータリークラブ　御中

お世話になります。千葉市緑政課の河村と申しま

す。

花の報告書ありがとうございます。

コロナ禍でご辞退される団体もいる中、貴団体に

おかれては

感染対策なども大変だったかと思いますが、ご活

動いただきましたこと大変うれしく思います。

花壇活動が皆様の楽しみになっていたり、花壇を

見る人々を癒していたりという存在に

なっていれば幸いです。

今後ともよろしくお願いいたします。

**************************************

千葉市都市局公園緑地部緑政課

　河村　歩／ KAWAMURA Ayumu

　　　　　　　TEL 043-245-5775( 内 6425)

　　　　　　　FAX 043-245-5885

　　　　　　　Mail:midoritohana@city.chiba.lg.jp

**************************************

千葉西ロータリークラブ　御中

千葉商業の小林です。
先日の花壇植替えにつきましては、こちらこそ大
変お世話になり、ありがとうございました。お土産までいただいてしまい、恐縮です。御心配いただいた千葉さんも、少しでしたが、花

を植える作業に参加することができ、また、御用
意いただいた椅子も、利用させていただきました。
細部にまで御配慮いただきましたことに、心より
感謝申し上げます。

「データ便」の写真、拝受いたしました。ありがとうございました。
当日、お世話になった皆様方にも、どうぞよろし
くお伝えくださいませ。
今後とも、お世話になると思いますが、よろしく
お願いいたします。
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■ 「緊急事態宣言中の自粛生活」　山本康昭 会員
　今年の正月元旦には話題にも上らなかったコロナウィルス、その後急拡大していった経緯について時系列
的に NHK のニュースに沿ってたどってみると、1/6 に中国武漢で原因不明の肺炎が蔓延しているとの報が
最も早かった。
　1/14 には WHO が新型コロナウィルスを確認、その後 1/16 に武漢に渡航した中国籍の男性が国内初の
感染者確認として報じられた。
　その後は 1/23 に武漢の都市封鎖、1/25 に中国からの海外渡航禁止措置と続き、緊迫の度合いが強まっ
てゆき、国内では後に大問題となるダイアモンドプリンセス号が 1/30 に横浜港を出港し、鹿児島、香港、ベトナム、台湾、
沖縄をめぐり 2/3 に横浜港に寄港した時点で問題化した。乗客と乗組員合わせて 3,711 人のうち 542 人 (22.5%) が陽性
反応を示したことにより、我々も記憶するその後の騒動に発展した。
　中国内での多くの死者が報じられる中、WHOはこのウィルスをCOVID-19と命名し、カンボジアでクルーズ船から下船
した日本人が初の死亡者となり、2/26 に国内で二人目の死亡者が出て、のちにお話しするブラジルで初感染者が出たり、
2/27に国内全小中高で臨時休校要請が出るなどごく身近な問題に発展していった。
　この時期に私は南米への旅に2/20から3/3までの 13日間出かけました。
　会社でも現役から遠ざかったので、昨年は海外ネパールやイスラエル、孫とオーロラを鑑賞するべくカナダなど合計
11ヵ国を旅しましたし、その他国内旅行も何度か出掛け、本当に旅行勝ちな一年を過ごしましたが、コロナ騒動の前段の
状況下でしたが後に大流行を見せた南米旅行内容に触れてみたいと思います。
　2/20 の羽田 10:12 初の ANA 機でニューヨークの JFK 空港に翌朝 9:00 に到着、空港そばのホテルで休憩後 22:25 発
でペルーの首都リマに向け出発、飛行機を乗り換え古都クスコに到着したのは日本を発って40時間弱経過していました。
　クスコ ( 海抜 3000 ㍍ ) からもマチュピチュ行きの列車が出ているのですが、途中駅のオリャンタイタンボまでバス移動、
そこからマチュピチュ行きの列車に乗り込みましたが、列車内には米国、仏国、香港、台湾、そして日本人と世界中からの
観光客で満員でしたが、さすがに中国本土からの客はいなかったです。
　日本人の最も人気のあるマチュピチュのホテルで 2 泊した後、クスコ経由でピスコと言う町まで移動、ナスカの地上絵を
セスナで遊覧の後、ブラジルのイグアスへ移動、世界一の水量を誇る滝の景観をオプションでヘリで空中から見るなど、一
部はアルゼンチン側へも移動して堪能の後、リオデジャネイロに移動、イパネマ海岸のホテルで 3 泊し、カーリバルを楽し
みました。
　元来リオのカーニバルは 2 月末ら 3 月初めにかけて 4 日間展開されるのですが、我々が鑑賞したのはカーニバルのコン
テストでベストテンに入賞したチームの記念パレードを鑑賞する企画でした。
　1 チーム千人近い人が繰り広げるパレードは、それは見事な内容で、全裸に近いように衣装に身を包んだ踊り子や凝った
衣装に身を包んだ男女の迫力満点の集団演技や、大型トレーラーに乗った山車の数々など、華やかさと豪華さ、迫力満点の
パレードに我を忘れるほどのチームワークを展開し、さすが世界に誇るカーニバルの雰囲気に酔いしれた瞬間でした。
　ところで、パレードに参加している人たちは、どんな人たちかと言うと、市内に数多く存在するファベーラと言う貧民窟の
住人達なのだそうです。
　軍事政権から民政に移行した後も、国情が安定しないため、貧富の差が拡大し、まともに生活が送れない最下層の住民
たちが、公有地や所有者の判別しずらい土地、多くは丘や崖のような土地にへばりつく、不法住民たちの住まいで、驚くこ
とに電気や水道なども不法に接続して料金を払わないで暮らしている街で、市民の 4 人に 1 人はファベーラの住民とのこと
で、カーニバル開催日にその住民たちが上位の入賞目指して 1 年がかりで準備や練習を重ね、パレードを盛り上げるのに努
力した結果の展開とのことでした。
　国の政策の未熟さから野放し状態の住民ですが、当局も介入不可能な状態で、犯罪の巣窟になっているような場所に住み、
狂ったように踊るエネルギーは到底我々日本人の認識の枠の外と言う感じですが、そういう場所に住み、大勢の家族が狭い
部屋に住まざるを得ない状況では、今日報じられるブラジルでのコロナ感染者の数の多さや死者数の多さも致し方のない背
景が垣間見えた体験でした。
　コルコバードの丘のキリスト像にのぼるケーブルでも、街中を行き交う住民もマスクなどしている人はおらず、感染者発
生の情報を得ている旅行社は、我々が移動のバスに乗ると手の消毒剤を廻して手のひらの消毒を促すくらいは配慮していま
したが、私とてコロナの認識など乏しかったので消毒を遠慮するくらいの認識度でした。
　その後サンパウロ経由でニューヨークJFK 空港経由で帰国しましたが、帰りの頃になると空港のラウンジで外国人が我々
東洋人を見るとあからさまにTシャツで口を覆う人なども現れ、コロナが話題に上り始めた雰囲気が伝わってきました。
　帰国後オリンピックの延期や志村けんの死亡など、いやが上にもコロナ禍の話題に巻き込まれた毎日を送りましたが、会
社 (㈱センエー )としての対応について報告します。
　緊急事態宣言を受けて、社長が中心となり新しい生活様式版と言える「いま、われわれに出来ること」(略して『いまわれ』
とよんでいます )を制定しました。
　基本となるのは三蜜⇒密集、密閉、密着の防止ですが、会社の取り組みとして、基本行動は行動指針の確率として、事
務所の換気、コミュニケーションの在り方、マスク、検温、ごみ出し、共有部の消毒、制服の取り扱いなど多岐にわたり、
次に朝礼や会議の在り方の変更として営業 4 拠点ごとの開催方法、各部門・委員会ごとの対応としてサイボーズの活用、
時差出勤、ズーム会議、一部テレワークの試験的実験、私生活での留意点などを日常的に確認しています。
　会社の部門ごとに異なる業務を展開するために、各部門の業務に沿った変更や追加や訂正などを織り込んで、常に「いま
われ」の改良に取り組んでいます。
　お陰様で今までコロナに関する不都合は発生していませんし、今回のコロナ渦ではありますが業務の遂行は順調で、業務
成績にはほとんど影響なく進めております。
　さて今後の展開ですが、米国では 1 千万人以上の感染者の発生や 24 万人以上の死者が出ている状況下ですが、必要以
上に恐れる状況下に日本は置かれているとも思えませんし、三蜜回避の徹底を図り、「いまわれ」の改良を重ねることによ
り乗り切ってゆく覚悟で生活しています。
　同時並行して今会社では来るべき大震災や大規模災害の発生時の「事業継続計画書 (BCP)」
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の推進に注力しています。災害発生後の社員の生活や会社の指揮系統や安全対策、そして 72 時間以内に大切な顧客 JFE
スチールの教務展開や下水道の円滑な使用や補修への取り組み、そして千葉市や千葉県の安全復旧への協力体制の確立、
災害時に備えた物資の調達計画の確立などに取り組む計画書で、時代の要請に沿った活動とはいえ会社の規模からは少し背
伸びしたものではありますが、そこまで準備に取り掛かっているという先見性の PR にもなると専門コンサルの指導を得て
検討中です。
　私生活では、自粛の徹底により、所属するロータリー活動やその他の団体も活動停止状態が続いており、外出もままなら
ぬ中、すっかりの運動不足で体力が低下し、足腰が弱ってしまい、減量に励んでいるつもりですが体重の増加がみられ悩ん
でいます。
　それでも毎週映画館にも出かけており、先日も話題の「鬼滅の刃」も見てきましたし、レストランにも立ち寄りますし、
妻の喜寿祝いや亡父の 50回忌の法要も家族の参加のみですが無事済ませました。
　コロナが全く無くなってもらえば申し分ないのですが、「WITH コロナ」の言葉の通り、インフルエンザのように有り難く
はないが避けて通れない現象として対応してゆくしかないのではないでしょうか。
　あんなことがあったと笑って話せる時が来るまでお互いに頑張りましょう。
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■ 次週プログラム
　24日（火）⇒26日（木）へ振替
　第3グループロータリー情報研修会
　14:30 東天紅または三井ガーデンホテル千葉
　18:00 新入会員歓迎懇親会 東天紅
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 ニコニコBOX
 ・山本…WRG、茨城のゴルフ会楽しみました。卓話を聞いて頂き感謝！
 ・飯高…WRGお蔭様で優勝できました。
 ・藤崎…花光委員長はじめ、ふれあい花壇植え替え作業に参加されました会員の皆様お疲れ様でした。
　　　　野球同好会・ゴルフ同好会に参加されました会員の皆様、素晴らしい秋晴れの中プレーを楽しまれたことと思います。
　　　　山本康昭P.P、本日の卓話ありがとうございました。
 ・花光…ふれあい会談の植え替えにご協力いただきありがとうございました。
　　　　いのちの電話への寄付、ありがとうございました。
 ・白井…WRG準優勝させて頂きました。
 ・川城…ゴルフ2日連続出来ました！嬉しい限りです！！
 ・嶋田…週末の野球ありがとうございました。
 ・武田…孫の七五三のお祝いです。

※ 出席率には　ＲＩ理事会にて決定された内容が含まれておりません

■ 委員会報告
 ・社会奉仕委員会…ふれあい花壇植え替え報告
　11月14日（土）ふれあい花壇の植え替えを行いました。千葉西から9名のご参加を頂きありがとうござ
　いました。千葉商業高校インターアクトクラブより23名の生徒参加がありました。無事に終りましたこと
　報告致します。また植え替えを終え、千葉市の都市局公園緑地部緑政課から初めて礼状が届きましたので
　ご紹介します。「コロナ禍でご辞退される団体もいる中、貴団体におかれては感染対策なども大変だったと
　思いますが、ご活動頂きましたこと大変うれしく思います。花壇活動が皆様の楽しみになっていたり、花
　壇を見る人々を癒していたりという存在になっていれば幸いです。今後ともよろしくお願いいたします」
　千葉商業高校からもお礼の連絡がとどいております。

 ・社会奉仕委員会…いのちの電話寄付金報告
　8月からいのちの電話への寄付受付を始め、今回を以って一旦終結と致します。ご協力をありがとうござ
　いました。総額 271,000 円となりました。寄付金は所得控除の対象となりますので、証明書をお渡しでき
　るように手配致します。4カ月間ありがとうございました。
　また、山本会員より多額のご寄付を頂きました。米山特別寄付に続き、ありがとうございました。

 ・野球同好会…試合結果報告
　今季最終戦、11月15日（土）こてはし球場におきまして茂原RCと対戦しました。1回 6点、2回 5点、
　3回 4点、4回 3点を取り、18-５で勝利を収めました。今期は3勝 0敗ですべての試合に勝つことが出
　来ました。ありがとうございました。

 ・WRGゴルフ同好会…第 78回WRG大会結果報告
　昨日、茨城県石岡ゴルフ倶楽部にて本年度第 2戦が開催されました。前日は大洗シャーウッドコースにて
　親睦大会を開催、　両コンペとも優勝は飯高会員でした。おめでとうございます！WRGは準優勝に白井会
　員、第 3位は宮川会員でした。天気に恵まれ気持ちよくプレーをすることが出来ました。ありがとうござ
　いました。


